
 
 
 
 下呂市では、平成 25～26 年度にかけ各地区の土砂災害ハザードマップを配布させていただき

ました。土砂災害ハザードマップとは、県知事による土砂災害警戒区域の指定を受け、土砂災害

警戒区域等の位置や、避難に関する情報の周知等を行う目的で市町村が作成するものです。 

 下呂市の土砂災害ハザードマップは、作成にあたり市民の皆さんに活用していただくため、市民

参加型ワークショップ形式で、市民の皆さんの意見をもとに作成されました。 

 

※下呂市ハザードマップ（下呂市ホームページからご覧いただけます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大切なことは、日頃からハザードマップを活用し、地域で危険箇所の確認をすること 

です。地域の方々が集まる防災訓練などの機会に、ぜひハザードマップを広げ、地域 

の危険箇所、安全な場所を確認しましょう。 

  

  次回は、自主避難についてお知らせいたします。 
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自助・・・自らの命は自ら守る！ 
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 土砂災害ハザードマップには、赤く「土砂災害特別警戒区域」や

黄色い「土砂災害警戒区域」が示してあります。この他にも、避難

所の場所や、避難ルートが図示してあります。 

 この避難ルートは、市民の皆さんとワークショップ形式で検討

し、災害発生の恐れがある時、どの道を通れば安全かを示していま

す。しかし近年の「ゲリラ豪雨」の様に、局地的に雨が集中すると、

日頃見慣れた場所でも状況が一変してしまいます。 


